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安
倍
政
権
に
よ
る
政
局
運
営

は
、
森
友
・
加
計
問
題
を
は
じ

め
、
厚
労
省
に
よ
る
裁
量
労
働
制

の
不
正
デ
ー
タ
問
題
や
自
衛
隊
の

日
報
問
題
な
ど
、
国
民
を
欺
き
不

正
に
ま
み
れ
た
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
憲
法
が
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
て
い
る
現
状
に
国
民
が
気

づ
き
は
じ
め
支
持
率
は
低
下
し
て

い
ま
す
。
い
ま
、
自
公
政
権
や
維

新
な
ど
補
完
勢
力
が
進
め
る
危
険

な
政
治
を
、
大
き
く
転
換
さ
せ
安

倍
政
権
を
倒
す
事
が
緊
急
の
課
題

で
あ
り
決
定
的
に
重
要
で
す
。

　

２
０
１
７
年
、
国
連
で
は
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
。
世
界
の
流
れ
は
大
き
く
核

廃
絶
へ
と
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
は
安
倍
政
権
が
米

追
随
の
核
抑
止
論
に
し
が
み
つ

き
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
も
賛
成

せ
ず
、
原
発
再
稼
働
に
突
き
進

む
、
唯
一
の
被
爆
国
と
は
思
え
な

い
対
応
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
政
府
は
改
憲
を
め
ざ
し
、
戦

後
70
年
、
平
和
を
守
る
砦
と
な
っ

た
９
条
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
貧
困
と
格
差
は
広
が
り
、

介
護
保
険
や
生
活
保
護
、
年
金
な

ど
社
会
保
障
の
改
悪
が
次
々
と
行

わ
れ
、
憲
法
25
条
が
か
か
げ
る
精

神
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
行
わ

れ
た
、
県
知
事
選
、
神
戸
市
長

選
、
市
議
補
選
、
総
選
挙
で
は
、

改
憲
勢
力
が
議
席
を
伸
ば
し
た
も

の
の
、
市
民
と
野
党
の
共
同
の
取

り
組
み
は
前
進
し
ま
し
た
。

　

互
助
組
合
活
動
で
は
、
健
康
ま

つ
り
を
開
催
。
各
支
部
で
も
居
場

所
づ
く
り
な
ど
の
活
動
が
大
き
く

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｈ＊

Ｐ
Ｈ（
健
康
増
進
活
動
拠
点
病
院
）

が
始
動
し
、
地
域
の
健
康
増
進
を

進
め
、
Ｓ＊

Ｄ
Ｈ
（
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
）
の
視
点
を
大
切
に
す

る
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
第
43
回
全

日
本
民
医
連
定
期
総
会
方
針
の
中

で
も
「
共
同
組
織
と
と
も
に
、
安

心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
本
格
的
な
運
動
を
」
と

の
提
起
が
な
さ
れ
、
私
た
ち
の
運

動
へ
の
期
待
が
よ
り
一
層
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
２
０
１

スローガン
☆ 

９
条
改
憲
と
社
会
保
障
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に
活
か
す
運
動

を
進
め
よ
う

☆ 

連
携
と
協
同
で
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う

☆ 

互
助
組
合
の
活
動
を
広
く
知
ら
せ
、
居
場
所
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
で
、
地
域
住

民
の
生
き
が
い
と
や
り
が
い
を
見
い
だ
そ
う

は
じ
め
に

第42回総代会会場のご案内
６月３日（日）
午前９時30分開場　10時00分開始

と
き
勤労会館７Ｆ　大ホール
☎（078） 232－1881
市営地下鉄、JR、阪急、阪神、ポートライナーの各三宮駅から
東に徒歩５分

ば
し
ょ

７
年
度
の
総
括
と
２
０
１
８
年
度

に
む
け
た
方
針
を
提
起
し
ま
す
。
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平
和
と
社
会
保
障
を

ま
も
る
取
り
組
み

　

２
０
１
７
年
度
は
憲
法
が
か
つ

て
な
く
注
目
さ
れ
た
年
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
改
憲
阻
止
に
む
け
た

３
千
万
署
名
が
四
社
（
互
助
組

合
、
共
和
会
、
研
究
所
、
あ
ぁ

す
）
で
取
り
組
ま
れ
、
社
保
平
和

委
員
会
等
の
会
議
の
前
に
署
名
行

動
も
行
わ
れ
４
８
０
０
筆
（
４
月

10
日
現
在
）
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
11
月
に
は
新
聞
へ
の
１
万
人

意
見
広
告
も
１
４
３
人
の
協
力
を

得
て
成
功
し
ま
し
た
。
年
度
末
に

は
全
日
本
民
医
連
が
作
成
し
た
憲

法
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
学
習
が
班
会
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

核
兵
器
の
課
題
で
は
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
に
取
り
組
み
２
５

０
０
筆
を
集
め
ま
し
た
。
夏
に
は

平
和
行
進
や
原
水
禁
世
界
大
会
に

も
参
加
し
（
７
人
）、
大
会
前
後

に
は
、
壮
行
会
も
開
催
し
49
人
が

参
加
。
終
了
後
も
東
灘
区
原
水
協

と
合
同
で
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
原
発
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
で
も

署
名
を
始
め
、
避
難
者
健
診
な
ど

支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
原
水
協
の
69
行
動
に
も

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
基
地
問
題
で
は
、
全
日

本
民
医
連
の
辺
野
古
支
援
行
動
に

２
期
連
続
し
て
参
加
。
２
月
に
行

わ
れ
た
名
護
市
長
選
で
は
支
援
を

実
施
。
引
き
続
き
沖
縄
の
米
軍
基

地
撤
去
に
向
け
た
支
援
を
強
化
し

ま
す
。

　

社
会
保
障
の
関
連
で
は
、
憲
法

25
条
署
名
の
取
り
組
み
を
開
始
。

ま
た
、
社
保
協
に
結
集
し
、
国
保

都
道
府
県
単
位
化
に
と
も
な
う
国

保
料
の
値
上
げ
や
介
護
保
険
料
負

担
増
、
生
活
保
護
の
切
り
崩
し
に

反
対
し
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

に
む
け
た
「
こ
ど
も
署
名
」
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
「
25
条
の
会
」
結
成
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
政

府
の
進
め
る
「
自
助
」「
互
助
」

へ
の
流
れ
に
対
抗
し
、
社
会
保
障

の
充
実
に
向
け
た
問
題
の
把
握
と

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

　

神
戸
製
鋼
火
力
発
電
所
建
設
に

お
け
る
、
大
気
汚
染
や
地
球
温
暖

化
の
問
題
に
も
取
り
組
み
、
公
害

調
停
に
も
参
加
。
二
酸
化
窒
素
カ

プ
セ
ル
調
査
に
も
協
力
し
ま
し

た
。健

康
づ
く
り
と

保
健
予
防
活
動

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
活
動
で
は
、
地
域
チ
ー

ム
に
参
加
し
、「
居
場
所
マ
ッ
プ

（
東
灘
版
）」
を
作
成
。
東
灘
消

防
署
と
連
携
し
た
「
安
心
シ
ー

ト
」
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
病
院
と
「
社
会
的
処
方
へ
の

流
れ
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
定
期
的

に
取
り
組
ん
だ
御
影
、
灘
東
、
灘

西
、
生
田
、
葺
合
南
、
北
、
北
神

の
各
支
部
を
は
じ
め
、
新
た
な
場

所
で
開
催
し
た
支
部
も
多
く
、
う

は
ら
支
部
で
は
コ
ー
プ
甲
南
か
ら

実
施
の
要
求
が
あ
り
店
舗
１
階
で

開
催
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
や
生
田

で
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
初
開

催
。
ほ
く
ら
で
は
銭
湯
の
軒
先
で

の
開
催
な
ど
各
支
部
が
特
徴
的
な

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

　

住
吉
北
で
は
、
全
国
的
も
広
が

る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
毎
月
開

催
。
相
談
を
始
め
地
域
の
健
康
増

進
に
努
め
ま
し
た
。

　

大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
は
、
２
月

に
病
院
外
来
フ
ロ
ア
ー
で
高
村
医

師
を
講
師
に
学
習
会
を
開
催
し
28

人
が
参
加
。
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク

の
普
及
も
２
６
０
件
と
前
年
度
を

超
え
ま
し
た
。

　

認
知
症
予
防
で
は
、「
脳
い
き

い
き
班
会
」
が
進
ん
で
お
り
、
全

支
部
で
11
箇
所
に
拡
が
っ
て
い
ま

す
。「
脳
い
き
い
き
だ
よ
り
」
も

健
康
ニ
ュ
ー
ス
と
合
わ
せ
て
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

は
１
１
４
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

80
人
が
達
成
。
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
は
新
年
早
々
に
行
わ
れ
19
人
が

参
加
。
健
康
料
理
教
室
も
22
人
が

参
加
し
病
院
調
理
師
の
指
導
の
も

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
（
１
０
０
０
円
）
を
行
い
、
３

１
８
人
が
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

居
場
所
づ
く
り
は
、
東
灘
「
野

の
花
サ
ロ
ン
」
を
は
じ
め
、
灘
西

・
東
「
ほ
お
ず
き
」、
葺
合
北

「
ふ
き
あ
い
の
郷
」、
葺
合
南

「
東
診
多
目
的
室
」、
北
神
「
い

ろ
ど
り
の
家
」
で
、
喫
茶
や
囲

碁
、
カ
ラ
オ
ケ
、
映
画
な
ど
多
彩

な
取
り
組
み
を
実
施
。
そ
し
て
、

兵
庫
で
は
年
度
方
針
に
も
掲
げ
た

居
場
所
を
４
月
に
開
所
。
生
田
で

の
居
場
所
づ
く
り
は
継
続
課
題
で

す
。

　

相
談
活
動
で
は
、
各
支
部
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
訪
問
行
動

を
実
施
。
東
灘
エ
リ
ア
で
は
Ｈ
Ｐ

Ｈ
チ
ー
ム
に
よ
る
地
域
訪
問
行
動

を
計
７
回
実
施
。
３
１
７
件
の
対

話
で
生
活
や
経
済
の
困
難
事
例
な

ど
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
社
保
協
の
「
な
ん
で

も
相
談
会
」
へ
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
に
よ
る
傾
聴

講
座
を
外
部
講
師
を
招
き
３
回
開

催
。
そ
の
後
も
学
習
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
支
部
で
の
「
バ
ス
旅
行
」
や

「
囲
碁
将
棋
大
会
」
な
ど
、
組
合

員
の
要
求
に
応
え
た
取
り
組
み
も

開
催
し
ま
し
た
。

共
同
組
織
の
強
化
発
展

　

基
本
課
題
の
到
達
で
は
、
仲
間

ふ
や
し
が
４
１
６
世
帯
、
出
資
金

の
増
資
が
８
０
１
０
万
円
、
純
増

で
３
３
６
０
万
円
（
３
月
31
日
現

在
）
と
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
前
年
を
超
え
る
支
部
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

「
い
つ
で
も
元
気
」
の
普
及
で

は
、
全
日
本
民
医
連
主
催
の
交
流

２
０
１
７
年
度
の
ま
と
め
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会
参
加
を
機
に
各
支
部
で
購
読
者

が
増
加
。
年
間
で
は
46
部
も
増
や

す
こ
と
が
で
き
総
数
で
４
０
４
部

に
到
達
。
互
助
組
合
独
自
の
交
流

会
も
７
人
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

職
員
向
け
の
取
り
組
み
で
は
、

教
育
学
習
委
員
会
を
中
心
に
「
新

入
職
員
」
や
「
期
中
採
用
者
」
な

ど
を
対
象
に
互
助
組
合
の
活
動
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
支
部
運
営
委
員
は
１
７

１
人
。
運
営
委
員
の
研
修
交
流
会

を
２
月
に
開
催
し
、
32
人
が
参

加
。
担
い
手
不
足
や
運
営
委
員
の

高
齢
化
の
実
態
を
共
有
し
ま
し

た
。
現
在
、
職
員
を
除
く
理
事
の

平
均
年
齢
は
72
・
３
歳
、
運
営
委

員
は
72
・
８
歳
で
す
。
担
い
手
増

や
し
が
急
務
で
す
。

　

健
康
ニ
ュ
ー
ス
配
達
協
力
者
は

４
０
４
人
で
す
、
手
配
り
配
達
率

は
78
・
５
％
の
到
達
と
な
り
ま
し

た
。
健
康
ニ
ュ
ー
ス
配
達
協
力
も

一
人
に
負
荷
の
か
か
る
部
数
を
解

消
し
、
日
常
の
対
話
を
重
視
し
て

い
く
方
法
を
目
指
す
意
思
統
一
を

し
ま
し
た
。

共
和
会
と
の

共
同
の
取
り
組
み

　

秋
の
組
織
強
化
月
間
で
は
、
常

任
理
事
が
各
事
業
所
の
管
理
会
議

に
参
加
し
て
訴
え
る
な
ど
職
員
と

協
力
し
て
月
間
の
成
功
に
努
め
ま

し
た
。

　

病
院
の
外
来
満
足
度
調
査
は
、

病
院
外
来
運
営
委
員
会
と
病
院
利

用
委
員
会
の
協
力
で
２
月
に
実
施

し
３
４
０
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

医
局
と
の
懇
談
も
２
月
に
11
回

目
を
開
催
し
、
医
師
10
人
を
含
め

36
人
が
参
加
。
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
進
捗
や
病
院
へ
の
要
望
な
ど

を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

「
健
康
ま
つ
り
」
は
住
吉
公
園

で
開
催
し
約
１
０
０
０
人
が
参

加
。
今
回
は
初
め
て
東
灘
消
防
署

の
協
力
も
得
ら
れ
、
住
吉
中
学
の

吹
奏
楽
部
の
公
演
も
行
い
、
高
齢

者
か
ら
子
供
ま
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、「
盆
踊
り
」
や

「
も
ち
つ
き
大
会
」
も
多
く
の
地

域
住
民
が
参
加
し
成
功
を
お
さ
め

ま
し
た
。

平
和
と
憲
法
を

ま
も
る
た
め
に

　

２
０
１
８
年
度
は
安
倍
政
権
に

よ
る
国
民
投
票
を
含
め
た
改
憲
が

狙
わ
れ
て
い
る
重
要
な
年
で
す
。

憲
法
９
条
を
守
る
大
運
動
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

核
兵
器
廃
絶
と
原
発
ゼ
ロ
の
運
動

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
旺

盛
に
取
り
組
み
、
原
水
禁
世
界
大

会
や
ビ
キ
ニ
デ
ー
、
平
和
行
進
へ

の
参
加
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

戦
争
を
知
る
世
代
か
ら
知
ら
な
い

世
代
へ
実
体
験
を
継
承
す
る
取
り

組
み
も
検
討
し
ま
す
。

　

沖
縄
の
問
題
で
は
、
辺
野
古
基

地
移
設
阻
止
な
ど
へ
継
続
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。
特
に
11
月
に
行

わ
れ
る
沖
縄
県
知
事
選
は
沖
縄
の

平
和
を
守
る
重
要
な
選
挙
と
な
り

ま
す
。
米
軍
基
地
撤
去
に
む
け
て

諦
め
ず
、
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
６
月
に
沖
縄
を
知
る
「
沖

縄
平
和
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。社

会
保
障
を

充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
に

　

貧
困
と
格
差
を
更
に
広
げ
る
社

会
保
障
改
悪
を
絶
対
に
阻
止
す
る

運
動
を
強
め
る
と
と
も
に
、
国
保

都
道
府
県
単
位
化
に
む
け
た
保
険

料
増
や
年
金
改
悪
、
生
活
保
護
の

改
悪
な
ど
へ
の
対
応
と
た
た
か
い

を
強
め
ま
す
。
介
護
保
険
は
要
介

護
や
要
支
援
の
保
険
外
し
が
進
む

中
、
総
合
事
業
の
問
題
点
を
把
握

し
、
自
治
体
へ
の
改
善
要
請
を
進

め
る
と
と
も
に
、
介
護
難
民
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
な
受
け
皿
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
憲

法
25
条
を
守
る
取
り
組
み
の
中

で
、
生
存
権
や
健
康
権
の
学
習
と

行
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
23
年
が

経
過
し
た
今
、
新
た
な
問
題
と
な

っ
た
借
り
上
げ
復
興
公
営
住
宅
の

追
い
出
し
問
題
へ
の
支
援
を
強
め

ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
な
ど
に
備
え
た
地
域
の
防
災
対

策
づ
く
り
に
も
参
加
し
て
い
き
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に

　

さ
ら
に
「
居
場
所
づ
く
り
」
を

発
展
さ
せ
ま
す
。
既
存
の
居
場
所

の
更
な
る
活
動
強
化
と
合
わ
せ

て
、
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
探
し
と
育
成
を
進
め
ま
す
。
生

田
支
部
で
の
居
場
所
づ
く
り
も
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

無
差
別
平
等
の
（
だ
れ
で
も
安

心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
）
地

２
０
１
８
年
度
方
針

域
包
括
ケ
ア
の
実
践
に
む
け
、

「
地
域
共
生
社
会
へ
の
対
応
」
や

「
地
域
の
福
祉
力
」
を
ア
ッ
プ
さ

せ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
運
動
は
、
地
域
チ
ー
ム

を
先
頭
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点
で
地

域
の
実
態
把
握
に
取
り
組
み
、
健

康
ニ
ュ
ー
ス
配
達
時
の
対
話
や
地

域
訪
問
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
行

動
か
ら
得
た
困
難
事
例
を
把
握

し
、
社
会
的
処
方
の
受
け
皿
に
つ

な
げ
ま
す
。ま
た
、貧
困
問
題
や
核

家
族
化
の
実
態
に
焦
点
を
あ
て
、

「
こ
ど
も
食
堂
」
や
「
無
料
塾
」

な
ど
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

自
治
体
や
地
域
諸
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
民
生
委
員
さ
ん
や
あ

ん
し
ん
す
こ
や
か
窓
口
、
行
政
と

と
も
に
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
要

求
に
応
え
る
形
で
自
治
体
交
渉
を

す
す
め
ま
す
。

　

神
戸
市
で
は
三
宮
一
極
集
中
に

よ
る
居
住
地
す
み
分
け
の
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の

中
で
重
要
と
な
る
交
通
機
関
の
充

実
を
め
ざ
し
、
バ
ス
路
線
の
縮
小

反
対
や
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
暮
ら
し
や
す
い
街
を
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目
指
し
、「
く
ら
し
夢
マ
ッ
プ
づ

く
り
」
を
検
討
し
ま
す
。

　

北
区
の
済
生
会
病
院
と
三
田
市

民
病
院
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
病
院

の
統
廃
合
や
ベ
ッ
ド
削
減
の
動
き

な
ど
、
国
が
進
め
る
「
地
域
医
療

構
想
」
に
対
し
、
地
域
住
民
に
必

要
な
医
療
や
介
護
の
充
実
に
向
け

運
動
を
進
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
二
酸
化
窒
素
カ
プ

セ
ル
調
査
へ
の
参
加
や
神
鋼
火
力

発
電
所
建
設
に
よ
る
大
気
汚
染
や

地
球
温
暖
化
の
問
題
に
も
取
り
組

み
、
公
害
調
停
等
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
保
健
予
防

活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動
で
は
、
新

た
な
場
所
で
の
開
催
と
定
期
継
続

を
す
す
め
ま
す
。
内
容
的
に
は

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
（
高
齢
に

な
る
こ
と
で
筋
力
や
精
神
面
が
衰

え
る
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
）」
な
ど
を
取
り
入
れ
た
チ
ェ

ッ
ク
内
容
の
充
実
（
握
力
測
定
、

口
腔
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
実
践
な
ど
）

を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の

取
り
組
み
を
広
く
地
域
に
知
ら
せ

る
た
め
に
「
互
助
組
合
統
一
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
」
作
成
を
す
す
め
ま

す
。

　

保
健
委
員
会
を
中
心
に
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ウ
ォ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
、
料
理
教
室
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が
ん

や
乳
が
ん
、
胃
が
ん
等
の
制
度
検

診
の
受
診
向
上
に
も
事
業
所
と
協

力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

組
合
員
健
診
は
内
容
の
わ
か
り

や
す
さ
の
追
求
を
進
め
る
た
め
、

病
院
職
員
の
保
健
委
員
会
参
加
を

す
す
め
、
事
業
所
と
の
連
動
を
強

め
ま
す
。

　

組
合
員
や
地
域
の
た
め
に
な
る

班
会
や
医
療
懇
談
会
を
広
げ
ま

す
。
特
に
班
会
は
、
自
主
的
か
つ

継
続
的
に
行
え
る
形
態
を
模
索
し

世
話
人
づ
く
り
も
す
す
め
ま
す
。

ま
た
班
会
や
懇
談
会
の
講
座
メ
ニ

ュ
ー
一
覧
の
作
成
を
す
す
め
ま

す
。

　

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
は
、

「
脳
い
き
い
き
班
会
」
の
普
及

や
、「
脳
い
き
い
き
だ
よ
り
」
の

定
期
発
行
な
ど
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

共
同
組
織
の
力
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に

　

互
助
組
合
活
動
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
う
え
で
、「
担
い
手
づ
く

り
」
は
重
要
な
課
題
で
す
。
高
齢

化
す
る
運
営
委
員
や
手
配
り
協
力

者
へ
新
た
な
参
加
者
を
見
出
す
対

策
を
日
常
の
つ
な
が
り
か
ら
発
掘

し
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員

が
参
加
し
た
く
な
る
、
や
り
が
い

の
も
て
る
活
動
へ
シ
フ
ト
さ
せ
ま

す
。

　

基
本
課
題
は
、
日
常
の
対
話
な

ど
、
つ
な
が
り
を
強
化
し
な
が
ら

仲
間
ふ
や
し
や
出
資
金
増
の
目
標

達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。「
子
育
て

世
代
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
検
討

し
ま
す
。

　

「
い
つ
で
も
元
気
」
の
学
習
と

普
及
に
努
め
ま
す
。

　

互
助
組
合
活
動
の
内
容
が
伝
わ

り
や
す
い
宣
伝
物
の
作
成
を
す
す

め
ま
す
。
健
康
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で

な
く
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
発
展
や

交
流
な
ど
も
含
め
て
情
報
発
信
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
14
回

全
日
本
共
同
組
織
交
流
集
会
（
神

奈
川
）」
に
参
加
し
、
全
国
へ
の

取
り
組
み
の
発
信
と
合
わ
せ
て
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
互
助
組
合

活
動
で
も
活
か
せ
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

職
員
と
の
協
力
を
さ
ら
に
強

め
、
歩
み
な
が
ら
互
助
組
合
組
織

を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
す
。

共
和
会
と
の
共
同
を

進
化
さ
せ
る
た
め
に

　

互
助
組
合
と
し
て
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
、
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
「
自

ら
が
つ
く
る
病
院
」
と
の
位
置
づ

け
で
取
り
組
み
ま
す
。
法
人
の
動

き
が
具
体
化
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
動

き
出
せ
る
よ
う
に
、
出
資
金
の
増

資
運
動
や
地
域
の
仲
間
ふ
や
し
活

動
を
強
化
し
ま
す
。

　

秋
の
月
間
の
み
な
ら
ず
、
職
員

と
協
力
し
て
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

や
「
相
談
活
動
」「
訪
問
行
動
」

の
取
り
組
み
と
参
加
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

病
院
利
用
委
員
会
で
の
「
外
来

満
足
度
調
査
」
を
は
じ
め
、
各
事

業
所
で
の
「
居
場
所
づ
く
り
」
な

ど
を
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

　

「
巡
回
バ
ス
」
の
運
行
ル
ー
ト

や
本
数
な
ど
を
共
和
会
と
協
力
し

て
、
活
用
し
や
す
く
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
運
行
方
法
の
検
討
を
す
す
め

ま
す
。

＊ 

Ｈ
Ｐ
Ｈ
…
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
健
康
増
進
）
を

実
践
す
る
た
め
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

〔
世
界
保
健
機
関
〕
が
１
９

８
８
年
に
開
始
し
た
国
際
的

な
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

名
称
。

＊ 

Ｓ
Ｄ
Ｈ
…
人
び
と
の
健
康
や

病
気
が
、
社
会
的
、
経
済

的
、
政
治
的
、
環
境
的
な
条

件
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
。

貧
困
や
生
活
環
境
が
疾
病
や

健
康
に
作
用
す
る
こ
と
を
表

す
。

仲
間
ふ
や
し　

１
０
０
０
世
帯

出
資
金　
　
　

増
資
１
億
円

　
　
　
　
　
　

純
増
５
千
万
円

出
資
件
数　
　

の
べ
１
万
件

い
つ
で
も
元
気　

 

４
５
０
部
の

到
達
へ

世
話
人
づ
く
り　

 

組
合
員
50
人

に
１
人
の
運

営
委
員
を

【
用
語
】

【
基
本
課
題（
目
標
）】


